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理　由　書


　令和　　年　　月　　日開札の○○工事において提出した工事費内訳書の直接工事費が一定水準を下回った理由は、以下のとおりです。


	理　　　由
	回答欄

	一般的な施工条件に比べて大規模であり、作業性が良好であることから、高い施工効率で想定している。 
	

	発注者が想定している工法とは異なる工法（又は新技術・新工法、ＩＣＴ施工等）での施工を想定しており、高い施工効率を想定している。
	

	過去に自社で施工した類似工事の実績から算出した歩掛と最新の公共工事設計労務単価から労務費を算出している。
	

	下請けからの見積が一部材工一式となっており、下請け分の労務費が分離計上できなかった。
	

	【その他の理由】

	　


※　該当する理由の回答欄に「〇」を付けてください。
なお、いずれの理由にも該当しない場合は、「その他の理由」欄に合理的な理由を明確に記入してください。
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